
名古屋⼤学における
GakuNin RDM の導⼊の経緯と今後の課題

松原茂樹（名古屋⼤学情報連携推進本部）
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NII 学術情報基盤フォーラム 2021
AXIES‐RDM部会との合同トラック（7/7）

GakuNin RDM をどのように受け⼊れた（る）か︓⼤学からの報告



2018
年度

AXIES
(RDM部会)

NII
（GakuNin RDM) 全学情報連携推進本部

名古屋⼤学における研究データ基盤整備のこれまで

・研究資料10年保存規程

・RDMプロジェクト開始

2019年度 2020年度 2021年度

以前

名古屋⼤学

2019
年度

2020
年度

2021

・第2回機能評価試験参加

・RDM⽤ストレージ導⼊
・学内アンケート実施

・実証実験参加（クローズ）

・オープン実証実験開始
- 学内利⽤者⼿引き公開

・先⾏利⽤サービスに移⾏
・学内ストレージとの統合

・本格運⽤開始

・実証実験終了

・実証実験開始

・機能評価試験

・先⾏利⽤開始

・総⻑からRDM推進を指⽰
・研究データ基盤整備部会発⾜
- 研究データポリシー素案
- レクチャー(⼭地⽒(NII))

- 学術データポリシー原案

・教育研究評議会
- 学術データポリシー策定

・学術データ基盤整備WG発⾜

・研究データポリシー作成
のためのガイドライン

・研究データ管理に関する
アンケート雛形

・研究データ管理に関する
提⾔

・JPCOARとの
合同ワークショップ

・部会設置

- 講演会(込⼭⽒(NII))
- 講演会(尾城⽒(NII))
- NIIミーテイング@名古屋

- NIIオープンフォーラムʼ19

東
海
国
⽴
⼤
学
機
構
・
準
備

発
⾜

(情報基盤／図書館／研究協⼒
／学術・産学連携／IR／
／教育推進／附属病院）



導⼊の経緯（過去の報告から）

NII 学術情報基盤オープンフォーラム (2019/5/29）
〜学術機関における研究データ管理の進め⽅〜

「名古屋⼤学における研究データ管理体制の整備」
（松原茂樹，揚野敏光，吉⽥千穂）より
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個⼈⽤PC 研究室サーバ ⼤学ストレージ 学外クラウド

名古屋⼤学における研究データ管理（アンケートより）

• 研究データの保管⽅法は︖

4⼤半が個⼈/研究室で保管



はい
69%

いいえ
31%

研究データ管理の現状（全体）

5

• ⼤学が提供するデータ基盤での
保管を希望する︖

• ⼤学が提供するデータ基盤のメリットは︖

定期的なバック

アップ
43%

異動・退職後の

保管
27%

研究者間のデー

タ共有
20%

バージョ

ン管理
6% その他

4%

現状に⽐して
⼤学提供の需要が⼤きい

 ⼤学による管理
 研究者・研究室を超えたデータ共有
の動機が⼤きい



研究データ管理の現状（分野別）
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• ⼤学が提供するデータ基盤での
保管を希望する︖

• ⼤学が提供するデータ基盤のメリットは︖

分野による需要に違いあり
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名古屋⼤学における GakuNin RDMの導⼊

• オープン実証実験
– 期間︓2020/3〜2020/10
– 対象者︓

• プロジェクト管理者（名⼤の教職員）
• 利⽤者（名⼤構成員（教職員＋学⽣））

– ストレージ︓
• 容量︓100GB（名⼤の教職員限定）
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実証実験に参加

• 研究データ管理向けオンプレクラウドストレージを導⼊
（国⽴⼤学経営改⾰促進事業「研究データの⼤学間

相互利⽤に向けたアカデミッククラウドの構築」）
• GakuNin RDMの機関ストレージとして接続

• 先⾏利⽤サービスに移⾏
– 2020/10〜
– 名古屋⼤学ストレージ NUSSを
機関ストレージに



研究活動

名古屋⼤学における研究データ管理

学内
研究者

共同研究
グループ

学外
研究者

①研究データ基盤
（認証・ストレージ）

データの
記録・保存

公開する
研究データ

メータデータと
検索

研究費申請
申請書の
作成

②データ管理計画(DMP)
（科研費など公的資⾦）

研究データの
アーカイブ

④研究データ利活⽤
（研究推進・産学連携）

機関が管理する
研究データ

研究データの
産学連携利⽤

研究データの
カタログ

⼤学の研究⼒
評価・分析

⑤研究データ管理ポリシー
（規定・権利・インセンティブ）

③研究データ公開
（機関リポジトリ）

知的財産権の整理
研究者の評価指標

10年保存＋α

DMP作成⽀援

オープン化

データの
共有

再利⽤

データを利活⽤する新しい名古屋⼤学を創る



ポリシー策定の過程

2020.01）素案の作成【研究データ基盤整備部会】
– 「名古屋⼤学学術憲章」を出発点に

2020.07）原案の作成【研究データ基盤整備部会】
– 「研究データポリシー」から
「学術データポリシー」に

2020.10.20）最終案の承認【教育研究評議会】

学術データ
研究データ

教育コンテンツ

＋本体 解説

http://www.icts.nagoya‐u.ac.jp/ja/datapolicy/



ポリシーの概要

• 「名古屋⼤学学術データポリシー」の⾻⼦

学術データの管理・公開・利活⽤の⽅法は、
収集・⽣成した者が主体的に決定できる

名古屋⼤学の構成員は、
収集・⽣成した学術データを適切に扱う

名古屋⼤学は、構成員による学術データの
管理・公開・利活⽤の活動を⽀援する

管理の
主体

⼤学の
責務
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構成員
の責務

http://www.icts.nagoya‐u.ac.jp/ja/datapolicy/



学術データポリシー「解説」

５．（⼤学の責務）
※名古屋⼤学が⼤学構成員に提供する⽀援環境として以下が考えられる。

1. 学術データを管理するためのデータプラットフォームを提供する。
2. 研究データ管理計画等、学術データの管理に関する計画や⾏動を⽀

援する。
3. 学術データを公開するためのデータリポジトリを提供する。
4. 公開する学術データのメタデータ作成を⽀援する。
5. 学術データの共同研究や産学連携、アウトリーチ、授業等での利活

⽤を⽀援する。
6. 学術データに関する契約、法務等を⽀援する。
7. 学術データ管理の取組みを奨励し、また実績を評価する。
8. 学術データの管理、公開、利活⽤に関わる規程・実施要項等を定め

る。
9. 学術データの管理、公開、利活⽤に関して啓発する。
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まとめ

• どのように受け⼊れたか
– ⼤学間認証

• 東海国⽴⼤学機構の⼤学間研究基盤
• 学外との共同研究推進のための認証基盤

– 提供者との対話
• 導⼊・運⽤上の問題の共有と解決
• ⼤学で推進するための課題を共有

• 運⽤・普及に向けた課題
– 参加機関の増加

• 企業等との共同研究での利⽤可能性
• 効果的な利⽤事例とモデルの蓄積と共有

– ⼤学における研究データ管理ガイドラインの整備
• 研究公正を⽀える基盤として
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